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岡山商科大学 教育研究活動実績報告書 

 

 

分 類 海外派遣  

主たる分野 研究 

派遣期間 岡山商科大学 

受入機関 ソウル大学校法学研究所 

テーマ 日韓比較民事法研究の基層 

氏名等 所属）法学部法学科 職位）講師 氏名）鬼頭祐紀 

期 間 2020 年 9 月 8 日  ～ 2021 年 8 月 31 日 
教育研究実績 

（A４ １頁以内にまとめてください。） 

１．研究の概要 

 

本研究の目的は、日本での韓国民法に対する理解を深め、日本における韓国民法研究の基層を

構築することにある。本研究では、個別具体的なテーマを取り上げ、日韓比較民事法研究の観点

から検討を行い、日韓法の異同を明らかにした上で、さらに進んで、韓国法の独自的展開や日本

法検討への示唆点等の指摘を試みた。なお、研究成果及び在外研究中の活動については、学会、

論文をはじめとし、様々な媒体を用いて報告することを予定している。 

 

2．研究の実績 

  

2020 年 9 月 8 日から 2021 年 8 月 31 日までの研究実績は、下記のとおりである。 

 

(1)韓国相殺法研究 

相殺法研究、とりわけ「別段預金と相殺」に関する研究を推進した。この研究成果については

、韓国比較私法学会の学会誌である比較私法第 28 巻第 2 号に掲載された（키토우 유우키, 
별단예금과 상계에 관한 한국법의 전개, 비교사법 제 28권 제 2호, 비교사법학회, 2021, 149-
180면［査読あり］）。 
 

 (2)韓国家族法研究 

 韓国民法研究会の一員としてかねてより鋭意推進してきた韓国家族法研究のうち、2020 年度

は「韓国親権法」に関する共同研究を行った。この研究成果ついては、五十川直行・大塚芳典・

金敏圭編「韓国親権法研究―日刊比較民事法研究（4）―」岡山商科大学法学論叢第 29 号（2021
年）1（156）−57（100）頁に掲載された。さらに、2021 年度の研究課題である「韓国実子法」

に関しては、日韓合同研究会（2021 年 9 月 18 日）で再度、意見交換を実施する予定である。 
(3)日韓比較民事法研究 

日韓比較民事法研究の意義につき、国内外の研究者及び実務家との意見交換を随時、実施した。

この一環として、ソウル大学大学院において「日本民法典の制定と改正」（言語：韓国語，日時：

2021 年 3 月 15 日及び 22 日 19:00〜21:50，於：オンライン）をテーマに講義を実施した。 
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岡山商科大学 教育研究活動実績報告書 

 

分 類 海外派遣 

主たる分野 教育・研究 

派遣機関 岡山商科大学 

受入機関 大連外国語大学 

テーマ 中国における地域研究の深化と発展 

氏名等 所属）経営学部 経営学科 職位）教授 氏名）渡邉憲二 

期 間   2021 年 9 月 8 日  ～  2023 年  2 月 末日 

教育研究実績 

（A４ １頁以内にまとめてください。） 

1.教育研究の概要 

本派遣の目的は、中国の社会的事象に対する理解を深め、中国における地域研究を深化させるこ

とにある。研究活動では、個別にテーマを取り上げ、現地調査を基にした定性的かつ定量的な研究

から検討を行う。研究成果および在外研究中の活動については、学会や研究論文で報告していく。 

 

2.教育研究の実績 

2021 年 9 月 8 日から 2022 年 2 月末日までの教育研究活動は、下記のとおりである。 

 

2.1 研究活動(50％) 
（1）個人研究；中国における消費行動と健康意識に関する研究 

 基本的な統計データや資料収集を終え、先行研究の整理を行っている。今後は、アンケートの調査票作成

に向け、聞き取り調査を進めていく。（研究費：無） 

 

（2）個人研究；中国における青果物流通の動向と現状 

 先行研究の取りまとめを行い、現地視察を進めている。生産地は 2 か所（小規模農家、大規模農家）で聞き

取り調査を行い、小売では 4 か所（スーパー、デパート、朝市、農貿市場）を視察した。今後、さらに現地視察

を進め、研究論文として取りまとめていく。（研究費：無） 

 

（3）共同研究；文化的バイアスの検証と実験的アプローチ 
原文の趣旨が他国で異なって解釈されることになれば、国家間の意図や意思を認識することは難しくなる。

そこで、本研究は原文と翻訳文を定量的かつ可視化することで、文化的バイアスの有無を検証する。本研究

における研究貢献率は 20％であり、主に定量分析を担当している。（研究費：無） 

  

2.2 教育活動（50％） 

 教育活動として、作文と会話の講義科目を担当している。作文では、文章の書き方、データ（資料）収集と分

析、レポートと論文の執筆方法を教えている。会話では、プレゼンテーションの資料作成と発表、スピーチ（質

疑応答も含む）などを教えている。【担当科目数；6 コマ/週】 

教育関連の受賞に関して、指導学生が「2021 年遼寧省普通高等学校大学生日語技能大賽」で特等賞を

受賞した。 


